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立
川
正
衛
さ
ん
（
刃
物
研
磨
担
当
の
人
）、
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

文
化
サ
ー
ク
ル
、
壁
新
聞
、
新
潮
劇
団
、
飯
島
さ
ん

（
没
）、
木
下
さ
ん
（
没
）、
野
村
先
生
（
没
）、
松
原
さ
ん

（
没
）、
皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
亡
く
な
ら
れ
た
皆
様
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
あ
げ
ま
す
。

三
、
収
容
所
か
ら
ダ
モ
イ
、
日
本
上
陸
ま
で
の
概
況

昭
和
二
十
四
年
一
月
、
エ
バ
ロ
ン
三
〇
一
収
容
所
は
閉

鎖
す
る
こ
と
に
な
り
全
員
五
百
余
名
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
第

六
分
所
に
転
勤
。
こ
こ
で
は
主
に
大
工
作
業
で
、
田
中
康

夫
さ
ん
た
ち
と
合
流
、
約
十
カ
月
。
ナ
ホ
ト
カ
へ
。

昭
和
二
十
四
年
十
一
月
三
日
、
待
ち
に
待
ち
、
夢
に
も

見
た
ダ
モ
イ
。
日
本
舞
鶴
港
着
。
ソ
連
抑
留
生
活
四
年
三

カ
月
。
ご
苦
労
様
で
し
た
。
万
歳
。

三
〇
一
会
・
会
員
シ
ベ
リ
ア
回
顧

神
奈
川
県

藤

野

一

正

一
、
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
徴
集
の
第
一
乙
種
兵
、

仲
間
は
次
々
と
召
集
を
受
け
た
と
い
う
の
に
私
が
赤
紙

（
召
集
令
状
）
を
受
け
取
っ
た
の
は
十
六
年
の
八
月
。

そ
れ
も
地
元
の
高
崎
で
新
潟
県
の
新
発
田
連
隊
で
し

た
。
一
週
間
も
経
ず
玄
界
灘
を
越
え
て
初
め
て
外
国
の

地
を
踏
ん
だ
の
は
朝
鮮
半
島
の
釜
山
港
で
、
そ
れ
か
ら

は
鉄
路
北
に
進
み
、
満
州
国
と
の
国
境
を
流
れ
る
豆
満

江
の
手
前
会
寧
が
終
着
駅
で
し
た
。
陸
軍
七
五
連
隊
第

二
機
関
中
隊
第
二
大
隊
砲
小
隊
に
配
属
さ
れ
猛
訓
練
に

明
け
暮
れ
、
三
年
半
過
ぎ
、
そ
ろ
そ
ろ
満
期
除
隊
と
、

指
折
り
数
え
て
い
た
ら
と
ん
で
も
な
い
、
部
隊
は
一
部

補
充
員
を
残
し
戦
友
は
勇
躍
激
戦
の
続
く
南
方
戦
線
の

出
動
。
こ
れ
か
ら
生
死
を
共
に
と
誓
っ
た
戦
友
と
一
生

の
別
れ
と
な
っ
た
。
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二
、
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
ソ
連
軍
国
境
を
越
え
て
満
州

領
内
に
侵
入
と
の
報
に
、
兵
器
係
下
士
官
と
し
て
急
遽

輸
送
の
責
任
者
と
な
り
陣
地
直
前
終
戦
の
命
令
下
る
。

や
が
て
武
装
解
除
さ
れ
、「
ス
コ
ー
ラ
ダ
モ
イ
、
ス

コ
ー
ラ
ダ
モ
イ
（
間
も
な
く
帰
る
）」
の
言
葉
に
だ
ま

さ
れ
な
が
ら
送
り
込
ま
れ
た
の
が
荒
れ
果
て
た
幽
霊
屋

敷
の
よ
う
な
沿
海
州
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
区
の
第
三
〇
一

収
容
所
で
、
阿
部
氏
を
中
心
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
（
技
師
）

と
し
て
志
賀
、
佐
々
木
、
私
と
四
人
は
建
築
関
係
の
仕

事
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

帰
国
後
分
か
っ
た
が
、
ヒ
ド
イ
処
遇
を
受
け
た
他
の

収
容
所
に
比
べ
、
良
き
指
導
者
、
環
境
に
恵
ま
れ
犠
牲

者
も
殆
ど
無
く
、
只
栄
養
失
調
と
厳
し
い
寒
さ
、
適
応

し
な
い
ノ
ル
マ
（
作
業
基
礎
量
）
に
追
い
か
け
ら
れ
る

苦
労
の
毎
日
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
も
増
し
て
捕

虜
の
心
を
苦
し
め
た
の
は
民
主
化
運
動
の
嵐
で
あ
っ

た
。

三
、
私
は
時
に
は
泥
土
の
穴
掘
り
な
ど
も
経
験
し
た
が
、

二
十
四
年
二
月
三
〇
一
収
容
所
五
百
人
と
共
に
コ
ム
ソ

モ
リ
ス
ク
の
第
六
収
容
所
へ
移
さ
れ
、
こ
こ
で
八
月
ダ

モ
イ
の
日
ま
で
レ
ン
ガ
建
築
等
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て

阿
部
氏
と
共
に
働
い
た
。
ナ
ホ
ト
カ
で
日
本
の
輸
送
船

「
明
優
丸
」
の
甲
板
に
立
っ
た
時
は
感
無
量
、
陸
を
離

れ
行
く
船
上
よ
り
力
い
っ
ぱ
い
声
を
張
り
あ
げ
て
、
ド

ス
ビ
ダ
ー
ニ
ア
、
タ
ワ
リ
ツ
シ
、
ソ
ウ
ビ
エ
ッ
ト
ス

キ
ー
、
オ
ー
チ
ン
ス
パ
シ
ボ
ー
（
さ
よ
う
な
ら
、
ソ
ヴ

エ
ッ
ト
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
、
感

謝
い
た
し
ま
す
）、
と
四
年
間
の
思
い
出
に
涙
が
潤
む

く
ら
い
だ
っ
た
。

故
郷
を
離
れ
て
丸
八
年
、
人
生
の
花
咲
く
青
春
時
代

を
母
国
日
本
の
繁
栄
を
祈
っ
て
力
の
限
り
生
き
て
き
ま

し
た
。
舞
鶴
港
を
望
見
し
た
時
、
こ
れ
が
私
の
国
ニ
ッ

ポ
ン
な
の
だ
と
、
し
み
じ
み
感
激
に
ふ
け
り
ま
し
た
。
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